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【活動の目標】 言語活動例 ア 提案や主張など自分の考えを話したり，それらを聞いて質問したり評価などを述べたりする活動 

自分の立場や考えを明確にし，相手を説得できるように論理の展開などを考えて，話の構成を工夫す

ることができる。（思・判・表 A(1)イ） 

 話の展開を予測しながら聞き，聞き取った内容や表現の仕方を評価して，自分の考えを広げたり深め

たりすることができる。（思・判・表 A(1)エ） 

【 問 い 】 

・制作したポスターの魅力を発信するためのプレゼンテーションを考えよう。 

 ⑴ポスターの魅力を発信するプレゼンテーションの内容（情報・構成）はどのようなものであるべきか 

 ⑵実施したプレゼンテーション（情報・構成・話し方等）の良い点と修正すべき点はどこか。 

 ⑶望ましいプレゼンテーション（または，「話し合い活動」）とはどのようなものであるべきか。 

今回 ICT を活用した場面 従来の活動 ／ 資料 

C2 共同での意見整理 /  C3 共同制作 

個別にプレゼンテーションの構想を練った後に、4人班でプレゼンテ

ーションの構想を練る（Google スライドを使用）。 

  

 

 

 

 

スライドおよびスクリプトが完成した後は、2班でプレゼンテーショ

ンの練習（Google スライドを使用 ビデオ会議は Google Meet を使

用）を行い、相互批正の後、修正作業に入る。 

【ICT 機器を活用する良さ】 

〇Google スライドは、書き込みが４人同時にできるので、作業の段

取り等の確認がきちんとできているという条件下においては、作業

効率が高い（オフィス系アプリケーションに比しても同様のことが

言える）。 

〇修正作業が楽である。 

（例）言葉の書き換えやレイアウトの変更が容易である。 

  スライドの順番の入れ替えが容易である。 

数枚の候補を作成しておき、あとから選択するということも

行いやすい。 

 

付箋にプレゼンテーションで

伝えたいことを書き、それを整

理しながら構想を練る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

国語科 ３年 
オンラインでのプレゼンテーション（3 時間計画） 

（単元「附中『魅力』アッププロジェクト２～魅力を伝えるためのポスターを売り込む～」） 

担当 大渡 克教 
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【改善すべき点と原因または改善の見通し】 

〇作業の段取りを全員で確認し、共通認識のもとで活動しないと、無

駄な作業や不用意なデータの削除が行われる。これは、共同編集・共

同制作を何度もしていけば、解決可能である。 

 

 

C1 発表や話し合い /  C4 学校の壁を越えた学習 

２クラス合同の授業とし、それぞれの教室からオンライン（Google 

Meet を使用）でプレゼンテーションを行う。 

 ※本単元は、教室間で行うものであるが、今後は学校間で行うこ

とを前提とした活動と位置付けている。 

 

 

 

 

ビデオ会議 

接続のイメージ 

 

 

 

【ICT 機器を活用する良さ】 

〇教室間や学校間であっても教室内で行うの

と同様の活動ができる。 

〇会議自体を録画して、何度も見直すことが

可能である。 

【改善すべき点と原因または改善の見通し】 

〇個別に準備させているヘッドセットの性能差からか、声の聞こえ

に若干の差があった。 

 

 

 

 

【ICT 活用のポイント】 

ICT の活用により、修正が容易にできるため、国語科

が付けたい力を付けるための試行錯誤に時間を費やす

ことができるという点において効果がある。 

一方で、共同編集をさせるということは、個別の評価

を別の成果物等で行う必要があり、どれが個の思考過程

等が残るように、活動を組んでいくことが求められる。

よって、評価材料に関しては、個のものと班のものとの

併用を事前に考えなければならない。 
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